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近代の最初 地図はラーマ五世の代（日本 明治期）に作られた だが、タイの国王は近代的な地
図製作のための調査、製作に当たり西洋人を雇った。特にシャムとラオスおよびカンボジアとの国境については正確な地図が求められた。この事実は西洋の知識を社会に取り入れる際に、日本とタイとでは取り込みの仕方に違い あることを示している。日本 人びと 西洋の知識を自分たち自身で読み解き日本語に変換しなければならなかった。これに対しシャムでは西洋 知識へのアクセスはエリート層や高位な支配者層だけ 限られていた。そのため、タイ社会 お 「西洋知識の偉大なる父」が幾人も現れた。 とえば、 「科学の父」はラーマ六世、 「司法制度の父」はラーマ五世 息子、 「タイ史の父」 ラーマ五世の弟という具合に。この点が日本と大いに異 る点である。日本では市井の人々が知識を得、それを社会に広めることができた。　
これは西洋の知識を自分たちのものへと取り込
む方法や社会における人びとの姿勢が両国 間で相違していることの反映だといえよう。
（原文英語。編集部和訳）
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